































かった(男性p=ム 女性p=.7)。また、男性では糖尿病のオッズ比が3.4(p=.01，95%C 1 1.3・8.3)であった。
[結論]
前期高齢者においては男女ともに、歩行速度低下に対し高体脂肪率がリスク因子となる可能性が示
唆されたJ
論文審査の結果の要旨
本研究は、日本地域看護学会誌(第18巻第l号 2015年7月末日発刊予定)に原著として掲載され
ることが決定している。
本研究は、 65歳以上74歳以下の前期高齢者400名に調査を行い、筋肉量と体脂肪率が歩行速度に及
ぼす影響を明らかにしたものである。これまでの高齢者を対象とした介護予防に関する研究では筋肉
量が低いことは問題とされてきたが、体脂肪率について言及した研究は殆どみられない。前期高齢者
を対象にした本研究は、筋肉量の低さより体脂肪率の高さが歩行速度の低さに関連することを明らか
にしており、新規性のある知見を提示している。また、本研究の調査対象者は、一定期間に特定健診
に来所したすべての者であり、代表性のある対象選択の手法をとった点も評価できる。本研究の成果
は、前期高齢者の介護予防の方策として、体脂肪率の増加を予防する必要性を提言する根拠となり、
看護実践に有用と考えられた。
博士論文報告会では、研究背景から方法、結果評価に至る一連の流れが明確に報告され、質疑に対
する応答も適切で‘あった。博士論文審査会では、歩行速度の計測方法や基準値の算出にさらなる多面
的な検討が必要であることなど、本研究の限界と課題が明確に述べられた。超高齢社会の我が国にお
いて、 本研究は高齢者の要介護化を予防する新たな方策を考える上で重要な知見を示しており、看護
学や関連領域の発展に意義がある内容と認められた。
以上により、本論文は博士(看護学)の学位を授与するに値するものと認められる。
